
 

 

 

 

 

   

 

 
 

 

 

 

令和 ５年 １１月 

23日は「勤労感謝の日」です。昔は収穫した穀物に感謝する「新嘗祭
にいなめさい

」でした。食べ物がどこからくるのかを知

り、それに関わる人たちに感謝することも食育のひとつです。収穫の秋、食卓での会話を食材の産地や畑といった話

題にしてみてはいかがですか。 

えのきたけ かぶ さつまいも 

里芋 大根 りんご さわら など 

◆材料（大人２人分、 

子ども２人分） 

・小麦粉 １２０ｇ 

・さつまいも １００ｇ 

・砂糖  大さじ５ 

・塩   少々 

・水   ５０ｍｌ  

鬼まんじゅう おすすめ 
旬の「さつまいも」を使った手作りおやつです。 

保育園では１１月７日(火)に提供します。 

◆作り方 

①さつまいもは厚めに皮をむき、７ｍｍくらいのサイコロに切る。 

水にさらしてあく抜きをする。 

②砂糖、塩、小麦粉、水を混ぜ合わせ①を加える。 

 ※水は少な目に入れて様子をみる。生地が固いようなら足す。 

 ※小麦粉がダマにならないようしっかり混ぜる。 

③②をカップに流し入れ、蒸し器で１５分程度蒸す。 

 竹串を刺して生地がくっつかなければ完成。 

さつまいもを水にさらした後、水気を切って砂糖と塩をふりかけ、１５分

置くとさつまいもに味がしみこみやすいよ。 

七五三のお祝い  
11 月 15 日の七五三は、子どもの健やかな成長を

祝う行事です。男の子は５歳（３歳で祝うこと

も）、女の子は３歳と７歳でお祝いをします。昔は

乳幼児の死亡率が高く、子どもの成長は現在以上

に貴重で、喜ばしいことでした。 

また、七五三に食べる千歳飴には、「千年 

長生きできますように」という願いが込められて

おり、飴の色も縁起がよい紅白です。当日はお赤

飯をたいたり、お祝いの食事会を開いたりして祝

います。 

11月にはお弁当の日があります。 

お弁当作りの参考してください。 

11月２４日は「和食の日」です。 

 ポイント 


